ハンドマイク街頭演説原稿例　新しい政治プロセス始まる
二〇二四年十一月十二日　日本共産党埼玉県委員会・作成

　ご近所のみなさん、日本共産党です。この場所をお借りして、日本共産党の政策を訴えさせていただきます。しばらくの間ご協力をお願いいたします。
　総選挙を受けた特別国会の初日である十一日に、総理大臣の指名選挙が行われ、石破総理が引き続き総理大臣に指名されました。衆議院では最初の投票で決まらずに決選投票となりましたが、日本共産党は決選投票で立憲民主党の野田代表に投票しました。立憲民主党からの協力要請を受け、裏金問題の真相解明と企業・団体献金の全面禁止を行うことで一致したことや、他の課題でも前向きの協議ができたことから、総選挙で示された「自民・公明政権ノー」の民意に応える立場で、日本共産党は野田さんへの投票を決めました。衆議院は石破さんを推す自民・公明が過半数に届いておらず、野党が協力すれば自民・公明政権を終わらせることができる条件がありました。ところが日本維新の会、国民民主党、れいわ新選組などが決選投票で無効投票をしたため、石破政権の続投を許す結果となりました。維新、国民民主、れいわの皆さんは、総選挙で示された民意に反する行動を取ったのではないでしょうか。
　とはいえ、野党が一致して反対すれば衆議院で予算案や法律案が否決されることは変わりありません。また、可決されれば衆議院を解散するか内閣総辞職するしか選択肢のない、内閣不信任決議も野党の一致で可決できる状況にあります。自民・公明政権はこれまで、国民の反対の大きい法案を数の力で強行採決したり、国会審議を軽視したりしてきました。新しい国会では、このような強権政治は簡単にはできなくなりました。実際、衆議院では重要な役割を果たす予算委員長などのポストが、野党に配分されるなど、変化が起こっています。
　みなさん、いま、裏金問題の全容解明と企業・団体献金の全面禁止、選択的夫婦別姓制度の実現、紙の健康保険証を今後も残すこと、大学学費の値上げストップ、日本から外国を攻撃するための兵器や装備ばかり充実する軍事予算拡大と財源確保のための増税をやめさせるなど、重要課題がたくさんあります。今までのように自民・公明の与党が野党の意見も国民の声も聞かずに決めることは、もうできません。国民が声をあげれば、実現できる道が大きく開かれたのではないでしょうか。
　日本共産党は、総選挙で掲げた公約の実現へ、みなさんと力を合わせて頑張るとともに、自民・公明の巻き返しを許さず、新たな「政治プロセス」を前進させるために力を尽くす決意です。これからも日本共産党へのご支援、ご協力をよろしくお願いします。
　自民党の裏金問題を最初にスクープした、日本共産党の発行する「しんぶん赤旗」をこの機会にぜひお読みいただきますようお願いいたしまして、この場所をお借りしての日本共産党の政策の訴えを終わります。ご協力ありがとうございました。（了）
